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S. フランク作曲ヴァイオリンソナタの演奏解釈
― （2）第１楽章の比較分析・その② ―
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Erläuterung zur Sonate für Violine und Klavier von S. Frank
― (2) Eine Vergleichsanalyse verschiedener Interpretationen vom ersten Satz ―

Kenji Takahata

Zuzammenfassung: Dieses Mal nehme ich die Reprise vom ersten Satz der Sonate von 
Franck auf, die ich in meiner letzten Dissertation nicht analysiert habe.　Und wie letztes 
Mal verwende ich 12 verschiedene Aufl agen von vier Kriterien, nähmlich von Phrasierung, 
Bogenstrich, Dynamik und Fingersatz.　In der letzten Analyse wurde erklärt, dass der 
größte Unterschied der Interpretationen der Fingersatz von vier Kriterien ist.　Diese 
Tendenz wird diesmal auch betrachtet.　Bezüglich des Bogenstriches kommt manchmal den 
musikalischen Fluss abschneidende Bogenstriche vor.　Solche Bogenstriche dürften ohne 
sorgfältige Kontrolle über Bogendruck, Bogengeschwindigkeit und Bogenplatz den Fluss der 
Phrasen stören.　In manchen Aufl agen wird versucht, die Exposition und die Reprise durch 
unterschiedliche Fingersätze anders zu interpritieren.　Das heisst, Violinisten sollen den 
Unterschied im musikalischen Lauf auch mit den linken Fingern ausdrücken.

Stichwörter: Ausdruck, Bogenführung, Fingersatz
キーワード：フレージング，ボーイング，フィンガリング

１．はじめに

　前回は12種類の楽譜を対象として，第１楽章の再現
部の手前までをピックアップし，ヴァイオリンパート
におけるフレージング，ボーイング，デュナーミク，
フィンガリングの４つの項目に沿って，その差異を明
らかにした。その結果，版によってその解釈はさまざ
まであり，中でもフィンガリングは，押さえる指の位
置そのものや，ポジション移動の場所が版によって異
なるなど，解釈の差異が最も顕著にみられる項目で
あった。
　今回は前回同様に，残りの再現部について同じ方法
での分析を試みた。

２．分析の方法

　今回使用した楽譜も前回同様に，2009年８月現在入
手可能なものに基づいた。表に分析対象の楽譜を示す。
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３．分析の結果と考察

3-1　再現部（63小節目-89小節目）のフレージング
・63小節目－70小節目
　ここでのフレージングは，全ての版において５小節
目－12小節目と同じであった。

・71小節目－74小節目
　71，72小節目はすべての番において同じであったが，
73，74小節目で大まかに次の３つの解釈に分類された。

その１の①：73小節目において４拍目から９拍目を繋
げ，74小節目の９拍目の裏にスタッカートがある版＝
⑤，⑩，⑫
（譜例⑤，⑩，⑫）

その１の②：その１の①と形は同じであるが，74小節
目の９拍目の裏に何もない版＝⑧
（譜例⑧）

その２：73小節目において３，４拍目が分かれており，
74小節目において６拍目から８拍目にかけてスラーが
かかり，9拍目が独立している版＝②，③，④，⑪

（譜例②，③，④，⑪）

その３の①：その２における形と同じであるが，74小
節目の６拍目から９拍目までが繋がっている版＝⑥
（譜例⑥）

その３の②：その３の①における形に加えて，74小節
目の9拍目にテヌートが加わったもの＝①，⑦，⑨
（譜例①，⑦，⑨）

・75小節目－82小節目
　77小節目の８，９拍目と，79小節目の1，２拍目と３
拍目，そして81小節目の８，９拍目を中心として，大
まかに次のような解釈に分かれた。

その１の①：77小節目と81小節目の８，９拍目が繋がっ
ており，79小節目の１，２拍目と３拍目が繋がるが，78
小節目の９拍目のe2音にテヌートがない版＝⑤，⑩，⑫
（譜例⑤，⑩，⑫）

その１の②：77小節目と81小節目の８，９拍目が繋
がっており，79小節目の１，２拍目と３拍目が繋がるが，
78小節目の９拍目の e2音にテヌートがある版＝⑧のみ
（譜例⑧）

その２：その１でピックアップした部分が全てスラー
無しで，且つテヌートが一切ない版＝⑥
（譜例⑥）

表
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その３：その１でピックアップした部分が全てスラー
無しで，且つテヌートが全てある版＝④
（譜例④）

その４：その１でピックアップした部分が全てスラー無
しで，79小節目以外の対象の音にテヌートがある版＝⑦
（譜例⑦）

その５：その１でピックアップした部分が全てスラー
無しで，77小節目の対象の音のみ，テヌートがある版＝
①，②，⑨，⑪
（譜例①，②，⑨，⑪）

　なお③では，（ ）書きのスラーを用いて演奏した場
合，その２に該当する。しかし，（ ）書きのスラーを
取り去って演奏した場合は，75小節目の６拍目から77
小節目の３拍目までと，79小節目の６拍目から81小節
目の３拍目までを全て分けることになり，特殊である。

・83小節目－89小節目
　③のみ，カッコで括られたスラーを外して考えると
この部分は，84小節目の４拍目から85小節目の２拍目
にかけて伸びた音と，88小節目の d4 音以外は全て，
フレーズが切れる形となり，特殊である。これは，第
１楽章で一番盛り上がるこの部分のスラーを全て取る
ことにより，音の焦点をよりいっそう引き出そうとす
る狙いがあるのではないかと考える。なお，呈示部の
この箇所の始まり（25小節目の３拍目以降）はピアニッ
シモなので，スラーがかかっている。このことから③
では，ディナーミクに沿ったフレージングの在り方を，
呈示部と再現部とで変化をつけるよう充分に考慮して
いる，と筆者は考える。

（譜例③）

その1：83小節目の３拍目から85小節目の２拍目までと，
85小節目の３拍目から86小節目の形が同じで，87及び88
小節目においては前３拍分と残り６拍分でスラーがか
かっており，89小節目が単独で切れている版＝
②，⑤，⑩～⑫
（譜例②，⑤，⑩～⑫）

その２：その１を基本としているが，88小節目の９拍
目のみ，独立した形をとっている版＝⑨
（譜例⑨）

その3：④の85小節目では，３拍目から６拍目までの
スラーと７拍目から９拍目までのスラーとで分かれて
おり，83小節目の同じ音形とは変化をつけている。ま
た，88小節目では，d4 音以外は全て，独立させている。
（譜例④）

その４：⑥は基本的に④と同じであるが，88小節目の
１拍目から３拍目を繋いでいる。
その５：①および⑧では，④の83小節目の形が，85小
節目においても同じである。なお⑧では，88小節目の
９拍目にテヌートが付け加えられており，４拍目から
はスラーで繋がっている（①には，この9拍目の cis4

音にテヌートはない）。
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（譜例⑧）

その６：①および⑧の形と同じで，88小節目の cis4 音
が独立した版＝⑦

3-2　再現部（63小節目－89小節目）のボーイング
・63小節目－70小節目
　⑦のみ，呈示部ではモチーフを２回ともダウンボウ
から始めているが，再現部では１回目（63小節目の冒
頭）をダウンボウで，そして２回目（65小節目の冒頭）
ではアップボウで始めるよう指示をしている。なお，
他の版では，呈示部と同じボーイングとなっている。
（譜例⑦）

・71小節目－74小節目
　基本的にダウンボウから始めるのが，筆者としては
妥当だと考えるが，⑨のみ，アップボウで始まる形と
なっている。これでは，小節内の最も大切な強拍部分
が，他の拍よりも弱くなる傾向があるため，演奏の際
には充分に気をつけるべきである。
　⑦では，71小節目と73小節目において，３拍ごとに
フレーズが分かれている。
　①と③，④，⑥では，73小節目においてのみ，３拍
ごとに分かれているが，①では74小節目の６拍目から
９拍目までが繋がっているため，次の75小節目からは
アップボウで始まる形となっている。
　⑤，⑧，⑩，⑫では，71小節目から73小節目まで，
最初の３拍分と残りの６拍分を分けている。つまり，
最も大切な強拍部分を持つ最初の３拍分を，常にダウ
ンボウにしているのである。
（譜例⑤，⑧，⑩，⑫）

・75小節目－82小節目
　③では，（  ）でくくられたスラーのとおりに演奏
すれば，④，⑦，⑨と同じである。しかし，その指示

通りに演奏すると，タイで伸びた音以外の大半を，一
音ずつ弓を返して奏することになる。この場合，フレー
ズをよほど意識して演奏しなければ，音がアグレッシ
ブで突飛な表現になりかねないので，細心の注意を払
う必要がある。相当に高度な表現のテクニックを要す
ることとなるであろう。
　また④では，79小節目にテヌートの指示が加えられ
ているため，弓を必然的に丁寧に返す必要性が生じ
る。また⑦と⑨においても，この小節にテヌートは明
記されていないものの，ボーイングは④と同じであ
る。筆者としては，この部分においては④の解釈が，
最も奏者にとって適していると考える。
（譜例④の79小節目）

　⑤，⑧，⑩，⑫では，④，⑦，⑨においては返すべ
き77小節目と81小節目の８，９拍目，ならびに79小節
目の１・２拍目と，３拍目から５拍目とをつなげた形
となっている。つまり，これらにかかるテヌート音を，
一弓の中で強調するよう，奏者には求められる。
（譜例⑤，⑧，⑩，⑫）

　⑥では，76小節目と80小節目の４・５拍目をアップ
ボウで弾いた後，６拍目をダウンボウで返すよう指示
されているがゆえに，弱拍にダウンボウが来る形とな
り，アクセント的な音がつく可能性が高いため，危険
であると考える。また，79小節目では，音の跳躍で弓
を頻繁に返すため，躍動感は生まれるであろう。いず
れにしても，特殊な解釈である。
　①のみ，この部分は前の部分のボーイングの流れで
ダウンボウから始まる。形は④，⑦，⑨と同じである
ため，常にこれらの版とは逆弓になるが，デュナーミ
クにおいては，82小節目から83小節目にかけてクレッ
シェンドが明記されているため，それに沿ったボーイ
ングを求めているといえよう。

・83小節目－89小節目
　③では，（ ）をとって解釈した場合，長くタイで繋
がった音以外はすべて弓を返すこととなる（305頁の
譜例③参照）。ここは sempre cresc. から con tutta 
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forza までの，曲中の中で一番盛り上がりを見せる箇
所だけに，可能な限り弓を返すことによって，一音一
音を際立たせることを要求してあると考えられる。し
かし奏者は，弓を返しつつも，フレーズを繋ぐテクニッ
クを十分に備えていなければならない。
　また③とは正反対に，可能な限り音形に沿って弓を
繋げている版が⑤，⑩，⑫である（305頁の譜例②，⑤，
⑩～⑫参照）。この場合③とは逆に，一弓の中で音が
単調（または平面的）になり過ぎないような工夫が必
要である。具体的には，左指に意識を向け，ヴィブラ
ラートを止めないようにかけつつ指を打つ，また弓の
スピードを，高音の個所で多少速めて抑揚をつけるこ
と，などが考えられる。
　このように，同じ個所でも版によって，全く逆の弓
使いがあることは興味深い。と同時にヴァイオリンの
演奏は，あらゆる解釈を奏者一人一人に委ねることに
より，その可能性を無限大に拡げることができる，と
も言える。
　⑤，⑩，⑫とは弓が真逆で，88小節目の９拍目で弓
を返してはじめて，これらの版と同じくダウンボウで
終わるのが⑨である（305頁の譜例⑨参照）。
　④では，よく似たモチーフの83小節目と85小節目の
弓を変えた形（85小節目のほうで弓を２弓に分ける）
になっている（305頁右下の譜例④参照）。また88小節
目の１・２拍目と３拍目の跳躍と，９拍目を独立させ
て弓を返すよう指示している。
　①，⑧では，83小節目と85小節目の両方ともを２弓
に分けており（306頁の譜例⑧参照），⑥も同様である
が，この版では唯一（今回調査した版の中では），89小
節目の最後の cis4 音をアップボウで終わる形としてい
る。この形の場合，弓は元弓の手に近い場所で終わる
ため，力強く引ききることが可能であろう。ただし，
ダウンボウで弾く，その手前の弱拍の cis4 音がアクセ
ントにならないように充分気をつけるべきである。

3-3　再現部（63小節目－89小節目）のデュナーミク
・63小節目－70小節目
　大方の版で，この再現部の冒頭は dolcissimo で始
めるよう指示してあるが，⑦においては dolce，⑧，⑨，
⑪においては無記入である。

・71小節目から74小節目
　74小節目の cresc. の開始場所が，版により微妙に異
なっている。③と⑥のみ6拍目より cresc. となってお
り，それ以外の全ての版は，４拍目からとなっている。

・75小節目－82小節目
　①のみ，78小節目の中において，冒頭から５拍目に
かけてディミヌエンド記号，そこから９拍目に向かっ
てクレッシェンド記号がある。また，82小節目におい
ても冒頭から４拍目にかけてディミヌエンド記号，そ
こから83小節目の２拍目にかけてクレッシェンド記号
と，細かな指示がなされている。このような細かい指
示により，単調になりがちな長いフレーズを，よりいっ
そう奥深いニュアンスで表現するよう求めているもの
と考えられる。
（譜例①）

・83小節目から89小節目
　87小節目の冒頭から88小節目一杯までに起こる rit.
が molto であるか，そうでないかで２分化している。

Ⅰ．molto rit の版＝②，③，⑥，⑧，⑨（⑨のみ87
小節目の３拍目から rit molto となっている）
Ⅱ．rit の版＝①

　呈示部と再現部との兼ね合いを考えた場合，Ⅱのグ
ループは，呈示部のほうが再現部よりも，よりダイナ
ミックでゆったりとした演奏を求めていると分析でき
る。しかし筆者はむしろ逆の解釈を持っており，音域
の高い再現部のほうを，よりいっそうオープンにゆっ
たりと奏する必要があると考える。従ってⅠのグルー
プのmolto rit の方法が好ましいと考える。

3-4 再現部（63小節目－89小節目）のフィンガリング
※ ②と⑪には，この個所にフィンガリングの明記がな
いため省略する。
・63小節目－70小節目
　ここでは，呈示部と再現部との音が全く同じである
ため，同じ版の中で，これらのフィンガリングの相違
について調査を行った。その際，細かに明記されてい
ないフィンガリングに関しては，プロの演奏家が再現
部には明記していなくとも，常識の範囲内で呈示部と
同じフィンガリングで演奏するものと考えた。
　それを踏まえて分析した結果，①と⑧以外は全て，
呈示部と再現部が同じフィンガリングであった。①で
は，ポジション移動の場所が呈示部とは異なっており，
同じフレーズでも起伏の差を，左手で変化させること
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により表現しようとする意図があるのではないかと考
える。またこの変化は，微妙ではあるがピアノパート
の音形の違いを考慮したうえでの変化であるとも考え
られる。
　⑧では，呈示部と再現部の両方で，それぞれいくつ
かのパターンを用いたフィンガリングを明記しており，
その組み合わせが呈示部と再現部とで異なっている。
（譜例⑧）

・71小節目－74小節目
　71小節目と72小節目の同じモチーフ（８拍目が異なる）
を，どのように解釈するかによって大きくフィンガリン
グが分かれた。ここでは大まかな相違にのみ留める。

Ⅰ．71小節目と72小節目とも第３ポジションから始め
る版＝⑤，⑩，⑫
（譜例⑤，⑩，⑫）

Ⅱ．71小節目を第4ポジション，72小節目を第3ポジショ
ンと，基本的に①に準ずる版＝⑦
（譜例⑦）

Ⅲ．71小節目を第３ないし第４ポジションから始め，
72小節目の a1 音を開放弦にして変化をつけている
版＝①，④
（譜例④）

Ⅳ．71，72小節目ともに a1 音を開放弦にした版＝⑨
（譜例⑨）

　大まかには以上の４つである。⑨の解釈では，少々
表現が控えめな，バロック風の印象を与えると考え
る。⑧では，ⅠからⅣまでのパターンをうまく使用で
きるよう，いくつかのパターンを挙げ，奏者にその解
釈を委ねる形となっている。⑥では，72小節目の a1

音を開放弦ではあるものの，あえて隣のD線上の第

３ポジション第２指のａ音にヴィブラートをかけるよ
う指示し，74小節目の cis2 音では，弓を返す度に，敢
えて左指も第１指と第２指とを交互に変えるよう，細
かい指示が明記されている。
（譜例⑥）

また③では，71小節目の9拍目の d2音が，敢えてフラ
ジォレットになっている。また72小節目の４・５拍目
の h2音から gis2 音にかけては第4指を滑らせ，続く f2

音から e2 音にかけては第２指を滑らせるなど，なめ
らかな音質を求めている。
（譜例③）

・75小節目－82小節目
　ここでは④と⑦が最もオーソドックスで，曲想にふ
さわしいフィンガリングであると考える。フレーズは
さまざまなモチーフの結合により構成されているが，
その一つのモチーフの中（特にゆったりとした，横の
流れの部分）で移弦が行われると，そこに弱いアクセ
ントのような音の段差が生まれやすい。それを極力避
けるフィンガリングを明記している版が⑦である。
（⑦に明記されている望ましいフィンガリング）

　逆にふさわしくない版が，①の76小節目の７・８拍
目から９拍目にかけてのフィンガリングや，③の76小
節目の４・５拍目と６拍目にかけての，移弦を伴う
フィンガリングや，①の77小節目の１・２拍目から３
拍目にかけての，一つのモチーフの中での，指をまた
ぐシフティングも，曲想にふさわしくないポルタメン
トがかかってしまう可能性があるため，避けるべきで
ある。また，③の77小節目の１・２拍目から３拍目に
かけても，同様に避けるべきである。
（①に明記されている望ましくないフィンガリング）
※太字は実際に明記されている指番号
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　なお③，④，⑥，⑦を除く版では，呈示部の21－24
小節目と，同じフレーズである75－78小節目までとは
異なるフィンガリングであり，意外性を感じた。おそ
らくフィンガリングが同じ版では，この２つの箇所が
単に同じフレーズであるがために，フィンガリングを
統一することでオーソドックスな演奏解釈を求めてお
り，フィンガリングが異なる版では，ニュアンスの変
化を，フィンガリングに求めていると考えられる。な
ぜならば，この同一部分の呈示部には piu cresc. の表
記が，また再現部にはpiu forte e con caloreといった，
呈示部とは異なる表記が記載されているからである。
従って，このように同じフレーズの中で異なる表記が
ある場合，左指にも変化を求めることにより，いっそ
うの表現の幅が広がるであろう。

・83小節目－89小節目
　con tutta forza の指示をどのように捉えるかで，大
まかに２つの解釈に分かれている。この指示に沿って
早目に E線に移ることにより，きらびやかな音色を
創ることができるフィンガリングは③，④，⑨である。
特に④では，87小節目の３拍目から既に E線上に移
行しており，スムーズにフレーズの流れを作ることも
可能である。
（譜例③）

　またきらびやかな表現を，rit. の後（88小節目の３
拍目から）に求めたフィンガリングを示している版は
①，⑥，⑦である。この形の場合，フレーズが終了す
る直前あたりから，一気に音色の幅を拡げる効果が期
待できる。
　最もＥ線に移行するのが遅い版は⑤，⑩，⑫である。
この場合，力強い響きを，敢えてＡ線上の第４ポジショ
ンに求めることにより，きらびやかとういうよりもむ
しろ，奥深い響きを優先していると解釈できる。
（譜例⑫）

以上の版の，どちらでも選択できるように明記してい
る版は⑧である。

4-1  再現部（97小節目－100小節目）のフレージング
・98小節目
　この小節では，４拍目から７・８拍目，そして９拍
目にかけての cis1音が，大半の版においてタイでつな
がっているが，この９拍目の cis1音の取り扱い方に違
いがみられた。

Ⅰ．スタッカートがついている版＝①，④，⑤，⑧～⑫
Ⅱ．テヌートがついている版＝⑥，⑦
Ⅲ．完全にタイのみの版
　　（スタッカートもテヌートもなし）＝②
Ⅳ．９拍目のみ独立している版＝③

　②の場合，cis1音を９拍目で弾き直さず，４拍目か
ら伸ばし続けることになり，音域の低いこの部分を子
音なしで平坦に表現することになる。
　また③では99小節目においても，他の版には全て，
１拍目から５拍目にかけてと，６拍目から９拍目にか
けてスラーで繋がっているが，ここではすべての構成
音において独立した形をとっている。
（98小節目の②と99小節目の③の譜例）

4-2　再現部（97小節目－100小節目）のボーイング
※②と⑪は省略
　この部分では大半の版において，アップボウから始
め，97小節目と100小節目では１小節を１弓で，また
98小節目と99小節目では２弓で返すよう指示してあ
る。①では，特にアップボウないしダウンボウから始
める指示はないが，弓の返しは上記と全く同じであ
る。また③では，（ ）のスラーをとって解釈する場合，
97小節目と100小節目では構成音の変わり目で全て弓
を返し，また，99小節目では３拍目と６拍目とを，立
て続けにアップボウを用いるよう指示しており，非常
に凝ったボーイングであるといえる。
（譜例③）
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4-3　再現部（97小節目－100小節目）のデュナーミク
・97小節目
（譜例）

　pが明記されている版＝①，⑥，⑦
　pが（ ）付きで明記されている版＝③
　pが明記されていない版＝②，④，⑤，⑧～⑫

・99小節目
　大半の版において，98小節目の４拍目から９拍目ま
ではクレッシェンド記号が明記され，99小節目の頭か
ら５拍目まではデュナーミクをそのまま保ち，６拍目
から９拍目まではディミヌエンド記号が明記されてい
る。しかし，⑧では，99小節目の頭から，改めて５拍
分クレッシェンド記号が明記されており，また③およ
び⑥では，98小節目の４拍目からのクレッシェンド記
号が99小節目の５拍目まで続いている。
（譜例⑧）

4-4　再現部（97小節目－100小節目）のフィンガリング
※②のみ省略
・99小節目
　ここでは，６拍目から７拍円にかけての d1音が，
全ての版においてタイで繋がっているにもかかわら
ず，指を組み換えることにより音を２分化させる版と，
そうでない版とに分かれた。

Ⅰ． 指が（２の指から３の指へ）組み換わっている版＝
③，⑤，⑧～⑫

（譜例③）

Ⅱ．指が（１の指から３の指へ）組み換わっている版＝⑦
Ⅲ．指の組み換えなし（４の指を使用）＝①，④
Ⅳ．指の組み換えなし（１の指を使用）＝⑥

　このように，指の組み換えがあるかないかによっ
て，演奏上においては全く違ったニュアンスになっ
てしまう。

・97小節目
　同じことが，ここの６拍目から７・８拍目 a1音に
おいても言える。

Ⅴ．２の指から１の指への組み換えあり＝③
Ⅵ．２の指から３の指への組み換えあり＝④
Ⅶ．２の指から４の指への組み換えあり＝⑧
（譜例③）

　これら２つの小節内において，ⅡやⅦのように指を
跳躍して組み換える場合，指と指との距離感から音に
段差が生じるため，なめらかな表現の妨げになりかね
ない。従ってこれらのフィンガリングは極めて危険で
あると筆者は考える。

5-1　再現部（108小節目－112小節目）のフレージング
・108小節目－109小節目
　ここでは，４パターンに分けられた。

Ⅰ． 108小節目が１フレーズで，109小節目の３拍目と
４拍目が2フレーズに分かれた版＝④，⑧

Ⅱ． 108小節目が２フレーズで，109小節目の６拍目と
７拍目が２フレーズに分かれた版＝⑦

Ⅲ．108，109小節目ともに１フレーズの版＝⑥
Ⅳ． 108小節目が２フレーズで，109小節目が１フレー
ズの版＝①～③，⑤，⑨～⑫

（譜例⑦）

　なお，108小節目の２フレーズの分かれ目は，全て
の版において，６拍目と７拍目である。また，110小
節目から112小節目に関しても，全ての版において同
じフレージングであった。

5-2　再現部（108小節目－112小節目）のボーイング
　④－⑥，⑧－⑩，⑫においては，アップボウで始ま
り，フレージングが108小節目と109小節目とでは版に
よって違うものの，最終的にはこれらの版はすべて，
ダウンボウで終わっている。
　また③および⑦ではダウンボウで始まり，108小節
目，109小節目とも７拍目でアップボウに返す形をとっ
ているため，この２小節間は弓の配分が非常に均一の
とれた形だといえる。
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（譜例⑦）

　残る①，②，⑪は，特にボーイングは明記していな
いため，奏者の解釈に委ねられることになる。

5-3　再現部（108小節目－112小節目）のデュナーミク
　⑧のみ，108小節目からの dolcissimo が明記されて
いない。残りの版には poco a poco rall. の位置が112
小節目にあるか113小節目にあるか，どちらにもない
か，に分かれた。

Ⅰ．112小節目にある版＝②，③，⑥，⑩
Ⅱ．113小節目にある版＝①，⑦，⑨，⑪，
Ⅲ．いずれの小節にもない版＝④，⑤，⑫

　また112小節目の a1音に，デクレッシェンド記号が
ある版とない版とに分かれた。

Ⅰ．ある版＝④，⑤，⑧，⑩，⑫
Ⅱ．ない版＝①～③，⑥，⑦，⑨，⑪

5-4　再現部（108小節目－112小節目）のフィンガリング
　この部分は，dolcissimo の中で繊細な表現を要求さ
れるところだけに，千差万別の解釈となっている。大
半の版が，初めを第3ポジションの１の指で始めるよ
うに指示している。しかし①では，いきなり第２ポジ
ションンの２の指から開始となっている。これは，
dolcissimo の要素を，太くて豊かな音色が出しやすい
中指で始めるほうが，この部分の曲想にふさわしいと
判断して明記されたものだと考える。
　また⑤，⑦，⑩，⑫のように，108小節目のフレー
ズの冒頭近くの４・５拍目と６拍目の間を，いきなり
同じ指で下降することや，②，⑤，⑩～⑫のように，
109・110小節目の７・８拍目の d2音を，２回ともフ
ラジオレットでとることは，品のなさや安っぽい表現
を助長しかねないため，好ましくない解釈と考える。
（譜例⑤・好ましくないフィンガリング）

筆者はここでは，④を総合的に推奨する。
（譜例④・好ましいフィンガリング）

6-1　再現部（115小節目－117小節目）のフレージング
　音の質を強調するための指示が，幾つかの版で見ら
れる。まず⑥では，最初の f3音に唯一，アクセント
がみられた。個人的には，この音だけを強調するのは，
のちに繋がるフレーズと分離してしまう危険性がある
ため，避けるべきであると考える。ただしこの部分の，
フォルテのフレーズの開始音をはっきりと深く，つま
り音を引き出すための「アクセント」としてとらえる
のであれば問題ないと考えるが，その場合はテヌート
アクセントとして明記すべきであろう。
（譜例⑥）

④では115小節目から，116小節目の１・２拍目までの
f3音，および a3音全てにテヌートがある。
　また①では，115小節目の７・８拍目と９拍目のみ
にテヌートがあるため，演奏の際にはこれらの音は，
多少浮き上がるような音質になるのではないかと考え
られる。
　スラーに関しては③のみ，115小節目の７・８拍目か
ら９拍目にかかるものと，117小節目内の，２つの付点
四分音符にまたがるものが（ ）で括られており，威厳
を持ってこの第１楽章を締めくくるには，この（ ）に
かかるスラーを取り去り，弓を返して演奏するほうが
壮大な雰囲気になると考える。ただし，弱拍部分のダ
ウンボウは，決してアップボウよりも圧力を加えない
ようにしなければならない。
（譜例③・（ ）内のスラーをとった形）

6-2　再現部（115小節目－117小節目）のボーイング
　この部分では全版において，ダウンボウで始まり，
ダウンボウで終わっている。
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6-3　再現部（115小節目－117小節目）のデュナーミク
　この部分では全版において同じであった。
（譜例・全版共通）

6-4　再現部（115小節目－117小節目）のフィンガリング
※②，⑨，⑪は省略
　大半の版において，116小節目の３拍目の d4音で第
３ポジションに上昇し，そのままのポジションで終わ
るが，③および⑥では，d4音を第４ポジション，すな
わち３の指で取ったのち，117小節目で，③ではA線
上に移弦し，⑥では第３ポジションに下降している。
　117小節目をppで静かに終わるためには，③のよう
にＡ線上のハイ・ポジションに移ることが，ニュアンス
に最も沿ったフィンガリングである，と筆者は考える。
（譜例③・望ましいフィンガリング）

４．まとめ

　今回も，フィンガリングに最も解釈の差異がみられ
た。またボーイングに関して，他の版とはイレギュラー
に真逆から始まる，あるいは終わる版も散見された。
このような解釈にもとづく場所では，音楽的な流れに
反したボーイングも散見されたため，弓の圧力やス
ピード，場所などに細心の注意を払う必要がある。例
えば，特に cresc. 表記のない場所でのアップボウでの
フレーズの終わりには，弓のスピードおよび圧力がか
からないようにする，また，強拍部分で弓をアップボ
ウに返さなければならない場合，音量が抜けすぎてし
まわないように，意識的に弓をしっかり弦に吸いつけ
た状態で返す，などの配慮が必要である。ただしくれ
ぐれも，意識しすぎてアクセントが付いてしまわない
ように，丁寧に弓を切り返す必要がある。
　また今回は，呈示部と再現部の中でフィンガリング
を変えることにより，表現の差をつけようと考慮され
ている楽譜も見られた。このようにヴァイオリン奏者

たちは，音楽的な流れの差を左指によってもつける必
要がある，ということを再確認できた。
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